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第３回常任理事会報告 

 

日 時  令和４年４月２６日（火）午後２時～同３時１５分 

  オンライン（Zoom）開催 

出席者  ＜会  長＞ 住友雅人 

      ＜副 会 長＞ 松村英雄、川口陽子 

      ＜総務理事＞ 小林隆太郎 

      ＜常任理事＞ 津田勝則、鄭 漢忠、天野敦雄、水口俊介 

             秋山仁志、宮﨑 隆 

 欠席者   ＜常任理事＞ 尾松素樹、石井信之、弘中祥司、井上富雄、 

             新谷誠康、小方賴昌 

※【来館出席】住友会長、松村副会長、川口副会長、小林総務理事 

 

［議長 小林総務理事］ 

 

１．開  会 

  松村副会長から、開会の辞。 

 ※挨拶に入る前に、本学会常任理事であった牧 憲司先生が 3月 31日に逝去

された旨報告。謹んで哀悼の意を表し、黙祷。 

 

２．挨  拶 

  住友会長から、挨拶がなされた。 

 

３．報  告 

１）会務報告 

（１）一般会務報告 

  小林総務理事から、次の資料に基づき報告。 

□一般会務報告（令和 4 年 1 月 25 日～令和 4 年 4 月 25 日） 

  □第 2 回常任理事会報告（令和 4 年 1 月 25 日開催） 

  □第 2 回理事会報告（令和 4 年 1 月 25 日開催） 
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（２）専門・認定分科会への情報提供 

  小林総務理事から、令和 4 年 1 月 25 日～令和 4 年 4 月 25 日までの情報提

供項目 20 件について資料に基づき報告。 

  

（３）役員派遣 

  小林総務理事から、30 件の役員派遣について資料に基づき報告。 

 

２）理事・評議員等の変更 

  小林総務理事より、標記について、資料に基づき以下の報告。 

役 職 新 旧 所 属 

理  事 齋藤 功 森山啓司 

日本矯正歯科学会 

評 議 員 佐藤嘉晃 齋藤 功 

理  事 豊澤 悟 前田初彦 

日本臨床口腔病理学会 評 議 員 長塚 仁 豊澤 悟 

予備評議員 清島 保 長塚 仁 

常任理事 新谷誠康 牧 憲司 日本小児歯科学会 

理  事 小笠原 正 野本たかと 

日本障害者歯科学会 

評 議 員 野本たかと 小笠原 正 

評 議 員 松尾浩一郎 秋山茂久 

予備評議員 小松知子 玄 景華 

予備評議員 岡田芳幸 柿木保明 

予備評議員 大多和由美 田村文誉 

 

３）日本歯科医学会役員業務分担 

  小林総務理事から、日本障害者歯科学会の役員改選に伴い、日本歯科医学

会誌編集委員会担当理事であった野本理事に代わり、小笠原理事が担当。日
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本矯正歯科学会の役員改選に伴い、英文雑誌編集委員会担当理事であった森

山理事に代わり、歯科医療協議会担当理事として齋藤理事が担当。日本臨床

口腔病理学会の役員改選に伴い、歯科学術用語委員会担当理事であった前田

理事に代わり、豊澤理事が担当。日本小児歯科学会の役員改選に伴い、研究

倫理審査委員会担当理事であった牧常任理事に代わり、新谷常任理事が担当。

その他、顕彰審議会担当役員として、小林総務理事が追加となった旨、資料

に基づき報告がなされた。 

 

４）日本歯科医学会学術講演会 

  小林総務理事から、令和 4 年 5 月 24 日（火）19：00 からオンライン開催

する学術講演会について資料に基づき報告がなされた。 

【タイトル】博物館人のコロナ対応：いまこそ博物館！ 

       新しい価値観で好奇心を揺さぶる古生物展示会を作る！！ 

【講  師】木村由莉氏（国立科学博物館 地学研究部 研究主幹） 

 

４．議  題 

１）学会のあり方検討協議会答申の取り扱いについて 

松村副会長から、本件は議題ではなく協議題であるとの確認がなされた後、

標記答申について本日理事会の議題「２）第 25 回日本歯科医学会学術大会会

頭の指名について」の補足である旨の説明がなされた。協議の結果、住友会

長が答申を受け取ったことを了承。 

 

２）第 25 回日本歯科医学会学術大会会頭の指名について 

  住友会長から、資料に基づき、学会会長が会頭を委嘱する人物像について

説明がなされた後、第 25 回日本歯科医学会学術大会会頭に川口副会長を指名

する旨諮られ、第 3 回理事会に提案することが全会承認された。 

 

３）専門・認定分科会資格審査委員会報告の取り扱い（専門分科会加入申請学会）について 

川口副会長から、専門・認定分科会資格審査委員会の「日本歯科医学会専門

認定分科会加入申請学会調査結果」に基づき、専門分科会加入申請学会の加

入資格に係わる委員会の審議内容の説明が行われた。今回の審査は、専門分

科会への加入申請があった 6 学会（日本口腔リハビリテーション学会、日本
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口腔顔面痛学会、日本顎咬合学会、日本歯科審美学会、日本口腔診断学会、

日本口腔腫瘍学会）について、承認基準に基づいて行われている。委員会に

よる審査結果として、加入申請が行われた 6 学会を加入「否」と判定したと

の報告がなされた。 

  各学会の申請内容に関する意見交換の後、小林総務理事から、第 3 回理事

会において、専門分科会加入申請学会の加入可否について全理事による無記

名投票による採決を行うことが提案され、全会承認された。 

【主な意見】 

〇 日本口腔腫瘍学会の審査項目「独自性、複合性、強い社会的要請のある代

表的な専門学会であること」の判定「✖」は非常に気になった。この審査項

目に「✖」をつけるような場合、当該学会の担当者と直接十分な意見交換を

した方がよいのではないか。また、大変失礼にあたることも考えられるので

慎重な判断が必要なのではないか。 

〇 日本歯科審美学会の関連学会雑誌の論文の内容は、関連学会雑誌としては

認められないとあるが、審美の領域をどうとらえるかは非常に難しい問題な

ので、当該学会の担当者と直接十分な意見交換をした方がよいのではないか。 

〇 調査結果の他に学会の概要のような資料を添付した方がわかりやすいので

はないか。 

 

４）第 108回臨時評議員会の開催（議案）について 

  小林総務理事から、第 108 回臨時評議員会の日程＜開催日時：令和 4 年 6

月 3 日（金）午後 2 時＞について諮られ、第 3 回理事会に提案することが全

会承認された。 

 

５）第 108 回臨時評議員会の運営について 

小林総務理事から、Zoom ミーティングを用いた運営方法、審議方法、採

決方法等について諮られ、第 3 回理事会に提案することが全会承認された。 

 

６）令和 3 年度学会会計収支決算について 

津田常任理事から説明の後、標記決算について諮られ、第 3 回理事会に提

案することが全会承認された。 
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７）令和 3 年度第 24 回日本歯科医学会学術大会会計収支決算について 

  津田常任理事から説明の後、標記決算について諮られ、第 3 回理事会に提

案することが全会承認された。 

 

８）英文雑誌編集委員会の委員数変更に関する件について 

  松村副会長から、The Japanese Dental Science Review の編集，査読体制

を強化するため、英文雑誌編集委員会の委員数を 1 名増員することについて

諮られ、第 3 回理事会に提案することが全会承認された。 

 

９）英文雑誌編集委員会委員の委嘱に関する件について 

松村副会長から、英文雑誌編集委員会担当理事であった森山啓司氏が学会理

事退任となったため、委員会担当役員から委員会委員への役職変更を行いた

い旨諮られ、第 3 回理事会に提案することが全会承認された。 

 

10）国際歯科研究学会（IADR）活動に関する調査研究依頼について 

小林総務理事より標記について資料に基づき諮られ、第 3 回理事会に提案

することが全会承認された。 

 

５．閉  会 

  川口副会長から、閉会の辞。 


